
胞依存性収縮反応は抑制された｡以上のことか

ら.1,日本サル脳動脈におけるヒスタミンの内

皮細胞依存性弛綬反応はヒスタミンHl受容体を

介するが,aspirin処位により抑制されなかったこ

とから,cycloxygenaseの代謝産物によらないこ

と,2,イヌ.脳動脈のヒスタミl/による内皮細胞

依存性収縮反応はヒスタミソHl受容体を介し,

cycloxygenaseの代謝産物によることが明らかと

なった｡

サル内在性ウィルス遺伝子より見た系統問比較解

析

矢野昭起 (高知医大)

成人T細胞白血病ウイルス (HTLV-1)に高

い相同性を示す内在性と思われるレトロトランス

ポゾン様DNA断片 (Hu-5.6)を,位性T細胞白

血病患者リンパ球中に確認した｡同様の内在性ウ

イルスDNAの存非を,HTLV-1様ウイルスの

関与のない,新世界ザル,マーモセッt.クマT)

ソに於いて検討した結果,Hu-5.6に極めて相同

なDNA塩基配列を示すMa-6.5をマ-モセット

リンパ球中に確認した｡Ma-6.5からほ転写活性

も確認され,いずれの退伝子も強い選択圧を受け

ている事が予想された｡今後,他の霊長塀にも同

様の退伝子を確認する作業を行い,霊長摂系統間

の近道関係を判定するマーカ一泊伝子として活用

する可能性を有す｡

霊長頬動脈系の系統発生学的研究

池田 章,青井 致,松本 某,奥坊康士

沖田邦義,太田茂男 (川崎医大)

霊長規の動脈系の研究は,ヒトの動脈系を理解

するために重要であり,各種霊長塀に見られる原

始的な形態がヒトの破格としてあらわれることも

よく知られている｡我々は,このような系統発生

学的祝点から,立体造影法を中心にして霊長現各

分m群の動脈系の解析をおこなっている｡今年度

はアカゲザル2頭の供与を受けて.これまでの観

察に加え,とくにマカク規の足部動脈系について

知見をまとめた｡

マカクでは,足部背側に分布する動脈はヒトに

おける前歴骨動脈ではなく伏在動脈であり,これ

が足の濃も主要な供給血管である｡それにともな

い,中足遠位部までほ背側の動脈が優位になって

いる｡腿側には,ヒトと同様,後屈骨動脈が下降

してきて内側 ･外側足底動脈にわかれ,やや弱い

技足底動脈弓を形成している｡

伏在動脈は,下腿y3で浅 ･深足背動脈にわか

れ,前者は母指,後者は外側4指に分布する｡後

者はさらに第2中足骨間取で足底への貫通枝を分

枝し,同枝は深足底動脈弓および近位足底動脈鎖

を形成している｡

マカクの足部動脈系でもっとも顕著な構造は,

深足背動脈の枝である背側中足動脈が中足遠位端

で腹側にまわって形成する退位足底動脈鎖であり

その発達程度に種差が認められた｡

マカクで見られたこのような特徴は,旧世界ザ

ル段階の形態を代表していると考えられるが,ヒ

トとの隔たりを考察するうえで,析人波の動脈系

の形態が盃要祝されてくる｡また,原猿塀ほかの

分塀群を含めた比較によって,足部動脈系の系統

発生上の変化をくわしく分析するとともに,手と

足あるいは上肢と下肢の対応関係と相違などの問

題を考察したいと考えている｡また,からだの他

の部位,すなわち頭 ･顔面部や内臓の動脈系につ

いても研究を継続しており,遂次知見をまとめて

いく考えである｡

Feedingstrategiesandreproductivesuccess

with specialreference to socialstatus in

non-humanprlmateS.

BY:SOUMAH.AlyGaspard

lnthefirststepofthisstudy.feedingstrat-

egiesrelatedtofemalerankwerestudiedina

provisioned free ranging troop orJapanese

monkeysatTakasakiyamaNationalPark.Itwas

focusedontherelationshipbetween feeding

patternandfeedingefficiencyamongdifferent

rankingfema一esorTakasakiyamaBtroopwhen

takingnaturalandartificialroods.Thefocal

animalsamplingwasusedwithacontinuous

recordingoffoodSternsingested(size,number,

type)andtimespentfeeding.Sampleofthese

intems were collected,weighed and their

nutritionalcontentwasdeterminedbychemical

analysIS.

Asaresult,Ifoundthatthepatternof
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